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一般会計に仏6，363万8干円を追加
9月定例市議会は， 9月12日に招

集され， 22日終了しましたo 会期

中に提出された議案は8議案で，

それぞれ審議可決承認されました。

議
決
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

V
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出

の
総
額
に
一
億
六
千
三
百
六
十
三
万
八

千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を

八
十
一
億
四
千
七
百
五
十
七
万
七
千
円

と
す
る
も
の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、

地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
新
川
広
域
圏
事
務
組企 9月定例市議会か ら

合
及
び
白
倉
小
学
校
組
合
分
と
し
て
、

三
千
六
百
七
十
九
万
五
千
円
と
衆
議
院

の
解
散
に
伴
う
総
選
挙
の
経
費
等
七
百

二
十
五
万
円
、
ま
た
、
駅
前
新
町
地
内

に
自
転
車
置
場
工
事
費
百
八
十
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、

故
山
沢
員
治
氏
の
遺

志
に
よ
り
寄
付
さ
れ
た
百
万
円
を
、
母

子
福
祉
基
金
積
立
金
に
計
上
し
、
私
立

川
原
保
育
園
火
災
報
知
設
備
補
助
金
四

十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
家
庭
奉
仕
員
手
当
の
基
準
額

の
改
訂
及
び
衛
生
費
の
在
宅
当
番
医
制

事
業
の
基
準
額
改
正
に
伴
う
増
額
分
を

計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、

米
消
費
拡
大

推
進
費
や
畜
産
環
境
保
全
対
策
事
業
費

の
増
額
と
、
県
単
土
地
改
良
事
業
費
二

千
七
十
一
万
二
千
円
を
追
加
計
上
し
、

ま
た
、
経
団
漁
港
修
築
事
業
費
及
び
人

工
魚
礁
設
置
事
業
費
の
減
額
(
七
千
四

百
二
十
三
万
五
千
円
)
は
、
国
の
認
承

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

商
工
費
で
は
、
小
口
事
業
資
金
と
し

て
四
千
万
円
を
予
託
し
、
中
小
企
業
者

の
景
気
浮
揚
対
策
及
び
設
備
資
金
の
貸

付
わ
く
を
大
巾
に
増
額
し
、
商
工
業
の

振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

土
木
費
で
は
、

道
路
新
設
改
良
費
と

し
て
三
千
五
百
万
円
、
道
路
推
持
補
修

費
三
百
五
十
万
円
、
河
川
整
備
費
四
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

総
合
公
園
築
造
費
は
、
国
の
認
承
減

(
七
千
六
百
六
万
円
)
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
水
族
館
関
連
単
独
事
業

と
し
て
、
駐
車
場
整
地
及
び
モ
ニ
ュ
ー

メ
ン
ト
工
事
費
な
ど
を
調
整
し
、
八
千

二
百
六
十
八
万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し

た。
教
育
費
で
は
、

洗
足
学
園
整
地
工
事

費
等
と
し
て
、
三
千
四
百
万
円
と
北
陸

自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

の
調
査
費
五
百
九
万
二
千
円
を
追
加
し
、

ま
た
、
市
野
球
場
の
排
水
整
備
と
し
て

排
水
管
布
設
工
事
費
六
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
市
税

・
地
方
交

付
税

・
分
担
金

・
使
用
料
及
び
手
数
料

.
国

・
県
支
出
金

・
財
産
収
入

・
寄
付

金

・
繰
越
金

・
諸
収
入
及
び
市
債
を
充

当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

V
五
十
四
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

V
母
子
福
祉
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
V
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
大
字

・
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

に
つ
い
て

V
五
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
{
疋
に
つ
い
て

V
同
意
案
件

魚
津
市
本
町
二
丁
目
一
番
十
九
号

水
自
一
郎
氏
を
、
魚
津
市
監
査
委
員

に
選
任
し
、

魚
津
市
友
道
一
九
一
五
番
地

杉
野
芳
宏
氏
を
魚
津
市
教
育
委
員
に

任
命
す
る
ニ
と
に
同
意

八
月
臨
時
市
議
会
は
、
八
月
三
十

日
に
開
か
れ
、
次
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

V
議
決
さ
れ
た
議
案

口
魚
津
水
族
館
建
築
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

契
約
の
目
的

(2) 

魚
津
水
族
館
建
築
工

事

契
約
金
額
六
億
二
千
百
万
円

契
約
の
相
手
方
佐
藤
工
業
、
共
同

建
設
、
千
田
建
設
、

朝
野
工
業
、
関
口

組
、
魚
津
水
族
館

建
設
共
同
企
業
体

完
成
予
定
五
十
五
年
八
月
三
十
一
日

口
魚
津
水
族
館
機
械
設
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
の
目
的

魚
津
水
族
館
機
械
設

備
工
事

契
約
金
額
三
億
五
千
七
百
万
円

契
約
の
相
手
方
新
菱
冷
熱
工
業
株

式
会
社
、
株
式
会

社
朝
日
工
業
社
建

設
共
同
企
業
体

完
成
予
定
五
十
五
年
八
月
三
十
一
日

口
魚
津
水
族
館
電
気
設
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

契
約
の
目
的

魚
津
水
族
館
電
気
設

備
工
事

契
約
金
額
一
億
七
千
五
百
十
万
円

契
約
の
相
手
方
魚
津
市
立
魚
津
水

族
館
新
築
電
気
設

備
工
事
共
同
企
業

体

完
成
予
定
五
十
五
年
八
月
三
十
一

日

口
魚
津
港
北
地
区
内
の
公
有
水
面
埋
立

て
に
つ
い
て



第三種郵便物認可昭和54年10月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

9月定例市議会・・・・ー…・・・…......2
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新水族館起工式………………… 4
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あなだと図書館・....................竹
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お知らせ一....................・・14-----15

ふるさとの文化財(31)・・..........・・・16

表紙・「ぶどうの木の下て」

Gim盟1m・

マ
投
票
時
間
は

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
た
だ
し
、
松
倉
第
一

投
票
所
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総

選
挙
、
ま
た
、
同
時
に
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が

十
月
七
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

明
日
の
政
治
と
明
る
い
社

会
を
築
く
担
い
手
を
き
め
る

「
か
ぎ
」
と
な
る
こ
と
を
自

覚
し
て
、
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て

明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
で
、

私
た
ち
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し

い
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

マ
投
票
所
の
変
更

。
魚
津
第
2
投
票
所

村
木
公
民
館

マ
投
票
区
の
変
更

。
村
木
目
区

魚
津
第
2
投
票
区
へ

(
村
木
公
民
館
)

。
新
宿
3
区

魚
津
第
3
投
票
区
へ

(
大
町
幼
稚
園
)

問
月
1
日
か
ら

共
同
募
金
運
動
実
施

赤
い
羽
根
で
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
こ
と
し
も

十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、
十
二
月
の
歳

末
助
け
あ
い
運
動
と
合
わ
せ
て
、
暮
れ

の
三
十
一
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
明
る
い
住
み
よ
い
町

づ
く
り
と
、
不
幸
な
人
た
ち
の
た
め
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
全

体
が
共
同
し
て
行
う
募
金
活
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

UII'i! _}¥ ; c._ :童話l~I I I I' ~ 1¥. _J・圃I，~'- ・1" 1I 1 ~ ___l¥l ;c._""1II・匹ISl_，t"
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美奈子

今日は、雨もやみ、待ちに待っ

てい疋ぶどう狩り。みんなの顔は

うれしさでニコニコ顔です。さあ

出発。でこぼこ道、坂道を歩いて

行くと、あま一いにおいガフ-ン

としてきぎしだ。みんなの足と.り

は弾みます。ぶどう畑でId:，rせん

せい、このおおきいのとってωの

先争い。ひと口入れて「わあ、あ

まーし同「あれ、すっぱし切と歓

声をあげながら腹いっぱい食べま g 

しだ。ぶどうの木の下の草むらで

J¥ッ夕、コオロギなど虫取りに夢

中になり、どろまみれになりまし

だ。その後は、うれしいおかあさ

んの手作り弁当を食べ「これ、お

かあさんにつくってもらつだガい

ぜωと得意そうな子、口いっぱい

ほうばっている子など楽しく弁当

を食べまし定。

自然の中での遊びは、子供だち

に活気と創造性を生みだし生き生

きとしだ子供!こします。このよう

に園では、自然になるべく触れる

よう叡歩や圏外保育など取り入れ

子供の本来の姿を出させ芝いと願

っています。

田

住吉保育園ゆり組

保田 上

(3) 
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新
J水

芋蓄
告の
日新
オ議h

L起
シ工

新
水
族
館
の
新
築
起
工
式
が
、
九
月

十
四
日
三
ケ
地
内
の
建
設
予
定
地
で
行

わ
れ
、
待
望
の
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た。
』
F

九
月
十
四
日
行
わ
れ
た
起
工
式

式
に
は
、
市
長
は
じ
め
、
工
事

関
係
者
、
地
元
関
係
者
が
集
ま
り
、

神
事
を
行
っ
て
工
事
の
無
事
を
祈

り
ま
し
た
。

新
し
い
水
族
館
は
、
鉄
筋
三
階

(一

部
四
階
)
延
べ
四
千
四
百
十

四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
の
約

五
倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

水
そ
う
が
六
十
七
の
ほ
か
二
十

三
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
珍

し
い
魚
を
中
心
に
約
四
百
種
、
八

千
匹
を
展
示
し
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
十

一
億
八
千
三

百
十
一
万
円
で
、
佐
藤
工
業
側
を

は
じ
め
、
十
三
業
者
の
共
同
企
業

体
で
施
工
さ
れ
五
十
五
年
九
月
に

は
完
成
、
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
て

五
十
六
年
四
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
の

予
定
で
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

行
政
管
理
庁
で
は
、「
行
政
相
談
週

間
」
に
ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り
、

「
行
政
よ
ろ
ず
相
談
所
」
な
ど
を
開

設
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
日
常
生
活
を

通
じ
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
で
す
。

O
巡
回
行
政
相
談
所

-
と
き
十
月
十
一
日

前
九
時
i
後
三
時

経
団
老
人
福
祉
会
館

-
と
こ
ろ

4
司
水
族
館
完
成
図

-
相
談
担
当
者

行
政
相
談
委
員

住
吉
智
恵
子

ヰ
晶

、，

L

カ

。
行
政
相
談
所

・
と
き
十
月
四
日
、
十
八
日

二
十
五
日

・
と
こ
ろ
市
民
相
談
室
(
市
役
所
内

・
相
談
担
当
者

行
政
相
談
委
員

住
吉
智
恵
子

ほ
か

『お出かけは、ひと声

かけて、カギかけて』

自転車は、「カギ」と
「名前」がよい見張り

秋
は
、
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
に
よ

る
被
害
が
近
年
は
特
に
目
立
っ
て
お
り

ま
す
。
近
ご
ろ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
を

迎
え
よ
う
と
す
る
お
り
、
今
ま
で
自
動

車
を
利
用
し
買
物
を
し
て
い
た
の
が
、

近
い
人
は
自
転
車
を
利
用
す
る
人
達
が

多
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
空
き
巣
と
同

様
に
自
転
車
の
盗
難
も
多
発
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
が
ら
に
充
分
注

意
し
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

マ
各
家
庭
や
、
事
務
所
な
ど
で
は
、

防
犯
設
備

(戸
締
り
、
錠
、
防
犯
べ

ル
な
ど
)
を
自
主
的
に
点
検
し
て
、

不
備
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に

改
善
し
ま
し
ょ
う
。

マ
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
隣

り
や
近
所
へ
連
絡
し
て
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

十
四
日

i
二
十
固
ま
で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

自
転
車
盗
が
増
加

自
転
車
は
鍵
か
け
が
お
ろ
そ
か
に
な

る
こ
と
や
、
気
軽
に
乗
れ
る
こ
と
か
ら

盗
難
被
害
に
か
か
り
ゃ
す
く
、
最
近
自

転
車
盗
が
増
え

O
地
域
別
で
は

国
鉄
魚
津
駅
・
電
鉄
魚
津
駅

周
辺
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

O
施
錠
の
有
無
で
は

無
締
り
、
鍵
な
し
自
転
車
が
大

半
で
す
。

自
転
車
盗
難
被
害
を
防
止
す
る
た
め

つ
ぎ
の
こ
と
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

O
自
転
車
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し

ょ
う
。

O
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
う
け
、
名

前
入
り
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
ま
し

ょ、っ。

0
自
転
車
置
場
に
は
整
然
と
置
き
安

易
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

前
固
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
方

法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
箇
条
式
に
紹

介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
個
々
の

詳
し
い
方
法
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
に
一
体
世
界
中
で
大
騒
ぎ
し
て

い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
な
ぜ
必
要
な
の

か
、
日
本
の
立
場
は
ど
う
な
の
か
、
も

う
一
度
ふ
り
返
っ
て
状
況
を
再
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

図
表
で
明
り
よ
う
な
よ
う
に
、
日
本

は
主
要
な
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
外
国

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
万

一
こ
れ
ら
の
輸
入
が
途
絶
え
る
事
態

@ 

が
お
こ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
日
本
経
済

は
危
機
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
出
来
る
だ
け
資
源
を
大
切

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

日
本
が
輸
入
し
て
い
る
資
源
も
そ
れ

ぞ
れ
に
埋
蔵
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
消
費
量
を
今
後
も
続
け
て
い

く
と
石
油
は
三
十
年
余
で
な
く
な
る

と
い
う
計
算
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
急
が
れ

る
必
要
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
限
ら

れ
た
資
源
を
有
効
に
使
う
こ
と
の
方

が
先
決
で
す
。
そ
の
た
め
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で
す
。

-主要資源の海外依存度

-
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
司
採
年
数

備
蓄
司
、
司
採
年
叡
は
確
認
埋
蔵
量
を
年
産
量
で
割
つ
だ
も
の
。

2
、
国
際
経
済
委
覧
等
に
よ
る
。

321 (年数)

ボ

キ
サ
イ

ト

W
M

失
・

ι
・
1

2
5

B
干

重~ ~'舎営)

ぺ
J
)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
)
)
)
)
)
)
)
)
J

f
)
)
)
実
践
戸
イ
デ
ィ
戸
募
集
))(

i美一

「
物
を
大
切
に
す
る
運
動
富
山
県
推
進
会
議
」
と
「
富
山

県
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
た
め
に
あ
な
た
が
行

っ
て
い
る
ρ

実
践
的
ア
イ
デ
ィ
ア
九
秘
け
っ
。
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

原
稿
は
横
書
き
と
し
、
一
項
目
に
つ
き
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
一
枚
以
内
で
、
何
項
目
応
募
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

原
稿
の
最
初
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
十
月
末
(
消
印
有
効
)
ま
で
富
山
市
新
総
曲
輪
一
ー

七
(
郵
便
番
号
九
三

O
)
富
山
県
生
活
環
境
部
県
民
生
活
課

(8
0
7
6
4
1
mー

4
1
1
1
内
線
4
6
1
・
4
6
2
)

あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
特
賞
ほ
か
五
名
の
方
に
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
発
表
会
」

で
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
践
ア
イ

デ
ィ
ア
」
集
に
掲
載
し
ま
す
。

巾

m
量§

じ手¥と
53年 54年 54年 54年

8月平均 6月平均 7月平均 8月平均

庖頭 18 t 684 772 885 963 

士丁
持ち 18 e 712 816 910 994 

j由 届け 200 t 7，436 8，602 9，723 10，664 

ローリー売 1e 37 43 47 53 

5 m' 1，743 1，741 1，731 1，752 
LPガス

10 m' 3，436 3，427 3，435 3，459 

レギュラー
現金売1t 102 123 131 136 

カ'ソ リン
掛売 1t 102 122 128 134 

現金売1t 60 71 80 85 
軽 t由

掛売 1e 59 69 76 83 

トイレ組ッ トペーパー 184 180 182 180 4個 114X65 m 

洗濯用成洗 k剤g 700 700 700 700 
合 2.65

砂糖上白 1 kg 235 234 233 232 

サ フ ダ 油 533 514 515 518 
ピン入 1，650g 

牛肉もも 100 g 320 317 325 334 

まぐろ刺身 100 g 300 326 333 392 

しょうゆビン入20t 465 467 468 468 

薄力一麦等粉 1粉kg 164 163 163 162 

富山県価格動向調査結果

(5) 
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国高園国主E
本
市
物
産
の

全
ぼ
う
を
広
く

皆
さ
ん
に
紹
介

し
、
本
市
産
業

の
振
興
を
は
か

る
た
め
第
十
七

回
魚
津
物
産
展

を
次
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。

例
年
の
よ
う

に
会
場
で
は
、

物
産
の
即
売
も

同
時
に
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

マ
会
期十

月
二
十
日

ωか
ら
二
十
二
日
間

ま
で
(
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
二
十
二
日

は
午
後
四
時
ま
で
)

マ
会
場市

民
会
館
第
一
会
場

図

書

館

第

二
会
場

マ
主
な
展
示
品

家
具
、
漆
器
、
仏
壇
、
経
木
、
水

産
加
工
品
、
菓
子
、
か
ま
ぼ
こ
、

苗
木
な
ど

そ
の
他
、
内
職
相
談
、
北
陸
電
力

電
話
局
の
各
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

物
産
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
商
工
観
光
課
宮
内
線
2
7
1
へ

ど
う
ぞ
。

新
鮮
な
香
り
が

た
だ
よ
う
か
農
業
祭
。

今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
る
市
農
業

祭
は
、
市
内
農
協
、

青
年
婦
人
部
、
市

食
横
配
給
連
絡
協
議
会
、

4
H
ク
ラ
ブ

な
ど
諸
団
体
の
協
力
を
得
て
、
農
林
産

物
品
評
会
、
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
、

魚
津
市
み
ん
な
の
生
活
展
、
食
肉
野
菜

即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
に
行
事
を
盛

り
こ
ん
で
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

場
所
魚
津
市
農
協
会
館
四
階

O
十

一
月
九
日

ω午
後

一
時
i
四
時

品
評
会
出
品
物
の
搬
入
と
受
付

0
十

一
月
十
日

ω午
前
九
時
1
正
午

。 。
十 一 十 出
一 般 一 品
月参月物
十 観 十 審
一 、日 査
日J!IJ仕)
(日)売 午 価

後 格
ー設
時 定

五
時

午
前
八
時
三
十

中
小
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

し
た
制
度
と
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
の
体
質
お
よ
び
基
盤
な
ど
地
固
め
が
ま
す
ま
本
制
度
に
は
つ
ぎ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

す
必
要
と
さ
れ
る
時
期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
①
月
々
わ
ず
か
な
掛
金

(八
百
円
j

一
万
円
の

た
。

十
九
種
類
)
で
将
来
多
額
の
退
職
金
を
確
実

職
場
の
従
業
員
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に
は
、
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

退
職
金
制
度
も
、
将
来
の
支
払
い
が
安
全
で
確

②
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
、
確
実
で
す
。

実
な
も
の
で
な
け
れ

'

;

i

，

，

.

③
退
職
金
に
は
、
国

ば
な
り
ま
せ
ん
。
中

。

退

職

金

制

度

の

確

立

を

々

の
補
助
金
が
つ
き

退
金
制
度
は
、
国

の

ま

す

。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

制

度

と

し

て

中

小

企

④

従

業

員

の

た

め

の

業
に
働
く
従
業
員
に
、
確
実
な
退
職
金
が
支
給
福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
を

さ
れ
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
の
で
、
制
度
創
設
以
来
四
百
六
十
万
人
も
の
な
お
、
掛
金
は
法
人
の
場
合
は
、
損
金
、
個

従
業
員
が
利
用
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
発
展
人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
免
税

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
自
社
制
度
を
お
持
ち
の
場
合
に
は
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
の
冊
子
は
、
市

本
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
充
実
役
所
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

分
1
午
後
五
時

一
般
参
観
、
即
売

O
十

一
月
十
二
日
間
午
前
九
時
i

午
前
十
一
時
売
約
品
引
渡
し
、
受

賞
者
表
彰
式

※
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

場

所

魚

津
市
農
協
会
館

三
階

0
米
消
費
拡
大
展
示
コ
ー
ナ
ー

O
優
良
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
原
価
販
売

O
米
を
原
料
に
し
た
製
品
コ
ー
ナ
ー

O
米
に
つ
い
て
の
映
写
コ
ー
ナ
ー

O
食
肉
、
野
菜
な
ど
即
売
コ
ー
ナ
ー

(
場
所
一
階
ロ
ビ

l
)

O
畜
産
物
の
原
価
販
売

O
婦
人
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

o不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー

な
お
出
品
、
そ
の
他
詳
細
は
市
農
政

課
共
済
係
宮
内
線
2
8
6
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

(6) 

第
九
回
新
川
地
区
畜
産
共
進
会

十
月
八
日

魚
津
家
畜
市
場
及
び
黒
部
食
肉
セ
ン
タ
ー

新
川
地
区
畜
産
振
興
会
連
絡
協
議
会

朝
日
町
、
入
善
町
、
宇
奈
月
町
、
黒
部
市
、

魚
津
市
と
各
農
業
団
体

マ
出
品
区
分
と
頭
数

乳

用

牛

経

産

牛

一

五

頭

未
経
産
牛
一

O
頭

肉
用
牛
肉
用
和
牛
二
五
頭

肉
用
乳
牛
一
五
頭

豚

未

経

産

豚

一

O
頭

経
産
豚

一
O
頭

肉

豚

一

五

頭

計

一

O
O頭

な
お
、
出
品
に
つ
い
て
の
詳
細
は
市
農
政
課
畜
産

係
宮
内
線
2
8
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

マ
場
所

マ
主
催

マ
後
援
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国際児童年1979

『
五
十
四
年
度
魚
津
市
明
る
い
社
会
づ

く
り
市
民
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す

魚
津
市
明
社
推
進
協
議
会
も
発
足
以

来
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
明
る
い
家
庭
、
美
し
い
郷

土
を
築
き
あ
げ
よ
う
と
地
道
な
運
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
こ
の

運
動
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
た
め
次
に

よ
り
五
十
四
年
度
魚
津
市
明
社
市
民
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
十
月
二
十
八
日
制

午
前
十
時
i
午
後
三
時

市
立
西
部
中
学
校

体
育
館

・
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
こ
ろ

な
お
、
当
日
は
式
典
終
了
後
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
及
び
各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
る
予
定
で
お
り
ま
す
の

で
お
子
様
同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

10月1日は

法の日

、企明

ぺ

4司
i
i
』
」

のる

/
ぬ
可
動

労

働

講

演

会

マ
日
時
1
十
月
十
二
日
働
午
前
十
時

マ
場
所
1
上
村
木
魚
津
商
工
会
議
所

マ
演
題
1
『
中
小
企
業
の
退
職
金
制
度

の
合
理
化
と
年
金
問
題
に
つ
い
て
』

マ
講
師
1
日
本
団
体
生
命
保
険
鮒
年
金

管
理
部
次
長
五
島
浅
男
氏

マ
対
象
1
市
内
の
労
働
者
、
使
用
者

マ
定
員
1
百
名

マ
受
講
料
1
無
料

マ
主
催
l
魚
津
市

マ
申
込
み
1
受
講
希
望
者
は
、
氏
名
、

住
所
、
職
業
ま
た
は
勤
務
先
を
商
工

観
光
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
。

住
宅
公
庫
の
マ
イ
ホ
ー
ム
建

設
資
金
融
資
が
始
ま
り
ま
す

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
五
十
四
年
度

第
二
回
の
個
人
向
け
融
資
の
申
込
み
を

次
の
と
お
り
受
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〈個
人
住
宅
建
設
資
金
〉

O
申
込
受
付
期
間

十
月
一
日
i
十
月
二
十
七
日

O
選
定
方
法

受
付
日
順
で
無
抽
選
で
す
。

た
だ
し
、
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
融
資
予
定
戸
数
に
達
し
た
と

き
は
、
申
込
受
付
を
締
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

O
融
資
限
度
額

木

造

三

六

O
万
円

O
利

率

年

五

・
五
パ
ー
セ
ン
ト

O
返
済
期
間
木
造
二
十
五
年
以
内

O
申
込
受
付
窓
口

公
庫
業
務
取
扱
庖
と
表
示
の
あ

る
最
寄
り
の
金
融
機
関

そ
の
他
、
詳
し
い
お
た
ず
ね
は
、
金

融
機
関
へ
。

は
か
り
の
「
代
検
査
」
制
度

は
か
り
の
検
査
は
、
毎
年
、
富
山
県

計
量
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
と

し
か
ら
「
光
電
式
は
か
り
」
に
つ
い
て

は
、
富
山
県
計
量
協
会
の
計
量
士
が
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
計
量
法
で
認
め
ら
れ
て
い

る
「
代
検
査
」
と
い
う
制
度
で
、
計
量

士
の
検
査
を
受
検
す
れ
ば
、
県
の
検
査

は
免
除
さ
れ
ま
す
。
検
査
方
法
と
検
査

手
数
料
は
県
と
同
一
で
す
。

な
お
、
魚
津
市
内
の
「
光
電
式
は
か

り
」
の
検
査
は
、
十
月
三
日
と
四
日
で

す。
こ
と
し
の
は
か
り
の
検
査
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

12 11 9 8 
1/ I ~ 4 3 2 日11月0 月日

日 日 日 日 日 日 日 日

午後時3前時午10 草aでKZ1時0 
午時後3午時援1 正午でま午前1時0 午時後3午時前10 時

1/ I 1/ H " 
1/ 

間

館魚海市民会 学校材木 町'学校大ト 場2の所主罷の 加繍高津E 悩魚 1/ 1/ 

所在最器3十
検査場所

t所の1.; の

部地区本江 道下
町地大区 地綾区田 力積地区日 地本江区選下 付木産加検経 西布胞~~片艮道下のE 

「吉中a1上与松下a 2 
検

重量
村木

地村木区
町大 地

の 区

間
何
年
度
請
負
工
事
発
注
状
況

『
七
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
現
在
で
、
筒
負
額
J

f

三
千
万
円
以
上
の
工
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。
」

マ
大
町
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
工
事

(
第
三
期
工
事
)

契

約

八

月

四

日

請
負
額
六
千
百
万
円

請
負
者
千
田
建
設
側

工
期
五
十
四
年
八
月
六
日

i

五
十
五
年
三
月
十
日

マ
本
江
公
民
館
新
築
工
事

契

約

八

月

四

日

請
負
額
八
千
二
百
万
円

請
負
者
千
田
建
設
側

工
期
五
十
四
年
八
月
六
日
i

五
十
五
年
三
月
十
日

マ
魚
津
水
族
館
建
設
工
事
水
槽
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
工
事

九
月
十
四
日

三
千
万
円

側
鬼
工
房

五
十
四
年
九
月
十
七
日
i

五
十
五
年
八
月
三
十
一
日

契

約

請
負
額

請
負
者

工

期

(7) 
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ん
胴
長
権

回

良
助
ゐ
え

ね
《

市
営
体
育
施
設

無
料
開
放

十
月
十
日
の
体
育
の
日
を
記
念
し
て
、

つ
ぎ
の
市
営
体
育
施
設
を
、

一
日
無
料

開
放
い
た
し
ま
す
。

秋
空
の
も
と
で
、
お
も
い
っ
き
り
ス

ポ
ー
ツ
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

施
設
名

一
、
総
合
体
育
館
(
温
水
プ
ー
ル
含
む
)

一
、
市
営
野
球
場

一
、
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

一
、
市
営
陸
上
競
技
場

公
共
体
育
施
設
は
、
市
民
だ
れ
で
も

が
利
用
で
き
ま
す
。

健
康
増
進
、
体
力
づ
く
り
に
、
公
共

体
育
施
設
を
、
効
果
的
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
当
日
は
、
総
合
体
育
館
に
お
い

て
、
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
体

育
協
会
主
催
に
よ
る
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
、
無
料
ス
ポ
ー
ツ
指
導
会

を
、
行
い
ま
す
。
指
導
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一、
日
時
十
月
十
日
附
体
育
の
日

午
後
一
時
i
三
時

一、会
場
総
合
体
育
館

一、内
容
O
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

0
水

泳

O
車

球

O
遊
び
コ
ー
ナ
ー

受
講
に
つ
い
て
は
、
自
由
で
す

の
で
当
日
は
ご
遠
慮
な
く
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

夜
間
照
明
施
設
が
完
成
/

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
市
民
の
強
い

要
望
で
あ
っ
た
、
東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。
九
月
二
十
六
日
か
ら
学

校
開
放
に
準
じ
て

一
般
に
開
放
さ
れ
ま

す
が
、
利
用
希
望
者
は
次
に
よ
り
市
教

』

F
完
成
し
た
束
中
の
夜
間
照
明

叩
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

7
日
制
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
運
動
会

(大
体
育
室
、
一
日
、
雨
天
の
み
)

日
日
制
無
料
開
放

(全
館
、
一
日
)

凶
日
制
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運
動
会

(大
体
育
室
、

一
日
)

日
日

ω
サ
ン
プ
ラ
ザ
運
動
会

(大
体
育
室
、
一
日
、
雨
天
の
み
)

お
日
附

吉
島
保
育
園

(大
体
育
室
、
一
日
)

お
日
制
全
国
総
合
選
手
権

委
体
育
課
あ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

o
開
放
す
る
日
程

毎
週
、
火
、
水
、
木
、
金
、
土
曜
日

午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で

O
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
原
則

と
し
て
申
込
み
は
団
体
と
し
ま
す
。

O
申
込
み
の
状
況
に
よ
り
、
使
用
日
時

な
ど
に
条
件
を
付
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
又
当
日
の
管
理
指
導
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

0
種
目
別
利
用
日
及
管
理
指
導
員
名

土
金曜 木聡 水H程 曜火曜

日 日 日 日 日

、ノ 野 、ノ サ 、ノ

フ フ フ
ト ト

、、J
ト

ボ ボ カ ボ

Jレ 球 jレ lレ

崎大
原

海原 村中 物金

寛
英夫

勲
宏手IJ

雄正 ! 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(大
体
育
室
、
一
日
)

温
水
プ
l
ル
利
用
日
程

4
日
、
日
日
、
児
日
、
お
日
、
親

子
、
婦
人
水
泳
教
室
凶
午
後
3
時
初

分
1
4
時
鈎
分

5
日
、
ロ
目
、
四
日
、
初
日
、
親

子
、
婦
人
水
泳
教
室
倒
午
後
6
時
i

7
時7

日
、
凶
日
、
幻
日
、
お
日
、
小

学
生
水
泳
教
室
午
前
日
時
i
ロ
時

グ地
区
運
動
会
開
催
d

m月
7
日
i
引
日

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と
も
に
、

各
地
区
で
は
各
種
行
事
が
実
施
さ
れ
多

く
の
住
民
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
生

活
化
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
地
区
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
地
区
運
動
会
が
、
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。
住
民
総
参
加
を
目
指
し
、

市
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
し

ょ、っ
。

マ
日
程

(8) 

21 14 10 7 
日 日 日 日 日
(日) (日) かN (日)

西布施警持E置FEt置i豊f富
片村 経道加 t也
貝木 田下積

区
地 1也 1也1也I也
区区 区区区 名

本江 上野t学校 松禽t、上校景学T 住吉小 大町小 校J学片貝l、学校村木小

経 道 吉島

小田 下小 場

学校 学校 校学校学 学校校学校学
所

十
一
月
の
歩
こ
う
会

十
一
月
の
歩
こ
う
会
は
、
四
日
間
に

六
百
峠
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
発
午
前
八
時
三
十
分
坪

野
行
き
パ
ス
に
の
り
、
坪
野
|
六
百
峠

と
歩
き
ま
す
。

帰
り
は
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

食
持
参
)

中
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市
で
は
、
実
施
者
が
走
る
目
安
と
し
て
川

目
標
を
も
っ
て
楽
し
く
実
施
さ
れ
る
こ
州

と
を
願
い
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
カ
ー
ド
を
州

作
成
い
た
し
ま
し
た
。
家
の
廻
り
や
地
酬

城
に
お
い
て
川

ト
リ
ム
マ
ラ
酬

ソ
ン
を
行
つ
酬

た
時
な
ど
、
川

こ
の
カ
ー
ド
酬

を
ご
利
用
く
酬

だ
さ
い
。
希
川

望
さ
れ
る
方
酬

は
、
市
教
委
川

体
育
課

(内
川

線
3
1
0
)
酬

ま
で
ど
う
ぞ
州

希
望
者
に
配
布
し
ま
す

グ
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
4

実
施
カ

i
ド

近
年
市
民
の
問
で
、
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ

ン
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
能
力
に
応
じ
て
無
理
な
く
長

続
き
す
る
の
が
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

富山県完走コース図

倶
利
加
緩

美術の秋・市美術展作品を募集
砂会期11月1日-3白砂

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
、
第
十
九
回
市

美
術
展
覧
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま

ず
か
ら
、
皆
さ
ん
の
香
り
高
い
作
品
を

振
る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

O
会
期
十
一
月
一
日

1
十
一
月
三
日

O
会
場
市
民
会
館
(一

般
、
中
学
生
)

市
立
図
書
館

(小
学
生
)

0
出
品
資
格
市
内
在
住
の
方
と
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
、

市
出
身
の
方
。

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
の
あ
る

魚
津
市
走
ろ
う
か
い
大
会

締
切
り
迫
る
/
-

か
ぞ
え
て
四
回
に
な
り
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
家
族
そ
ろ
っ

て
の
完
走
が
ね
ら
い
で
す
。
締
切
り

は
十
月
五
日
、
市
総
合
体
育
館
へ
。

(E
n
-
-
2
6
3
)
 

第
四
回

カ
ー
タ
l
米
大
統
領
の
よ
う
に
日

ご
ろ
か
ら
運
動
し
て
い
る
人
は
勿
論
、

そ
う
で
な
い
人
も
年
に
一
度
、
各
自

の
健
康
と
若
さ
を
試
め
す
こ
と
の
出

来
る
の
が
魚
津
市
走
ろ
う
か
い
大
会

で
す
。
(
詳
細
は
本
紙
九
月
号
参
照
)

O
部
門一

般
の
部

第

一
部

絵
画
(
日
本
画
、
洋

画
、
版
画
)

第

二

部

書

第
三
部
彫
刻
、
工
芸

第

四

部

写
真

第
五
部
華
道

教
育
め
部

(小

・
中
学
生
)

図
画
、

書
、
工
作

マ
規
格
①
日
本
画
、
洋
画
は
額
を
含
め

て
縦
、
横
と
も
に
二
メ
ー
ト
ル
以
内
。

②
書
は
額
ま
た
は
枠
張
り
で
縦
、
横

と
も
に
一
メ
ー
ト
ル
以
内
。
③
写
真

は
四
ツ
切
以
上
、
カ
ラ
ー
は
プ
リ
ン

ト
六
ツ
切
以
上
。

出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
出
品

点
数
は
一
人
二
点
以
内
と
す
る
。

マ
出
品
申
込
み
所
定
の
申
込
書
で
十

月
二
十
三
日

ωま
で
市
教
育
委
員
会

へ
申
込
む
こ
と
。

マ
搬
入
出
品
作
品
は
十
月
三
十
一
日

午
前
中
に
、
市
民
会
館
、
図
書
館
へ

搬
入
す
る
こ
と
。

マ
賞
市
展
大
賞
、
市
展
賞
、
商
工
会

議
所
会
頭
賞
、
市
美
協
会
長
賞
、
そ

の
他
参
加
賞

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
委

社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
(
内
線
3
0
8
番
)

(9) 

魚
津
市
の
文
化
と

生
活
を
語
ろ
う

|
郷
土
の
先
生
方
と
語
る
会
|

つ
ぎ
の
日
程
で
、
「
文
化
と
生
活

を
語
ろ
う
」
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
前
回
は
多
数
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

次
回
も
よ
り
実
の
あ
る
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

マ
第
三
回

十
月
十
三
日
出
午
後
二
時
か
ら

テ
ー
マ
家
庭
教
育
の
あ
り
方

講
師
浦
田
三
郎
先
生

会
場
村
木
公
民
館

マ
第
四
回

十
月
二
十
七
日
出
午
後
二
時
か
ら

テ
l
マ
陶
芸
に
つ
い
て

講
師
松
倉
善
造
先
生

会
場
村
木
公
民
館
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お
円
以
争
⑬

伽
w

・w寺
ルま

す
。

こ
の
加
入
期
間
は
、
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
で
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
や
め
た
な
ら
ば
、

す
ぐ
国
民
年
金
係
の
窓
口
で
相

談
の
上
、
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
と
き
に
、

配
偶
者
が
ま
だ
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ご
一
緒

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
⑧
因
⑤
司
四
回

勤
め
を
や
め
た
O
L
の
年
金
は
?

問

私
は
、
厚
生
年
金
に
七
年
間
加
入

し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
の
た
め
退
職

し
ま
し
た
。
夫
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す

が
、
私
の
年
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答

あ
な
た
は
、
.
ご
主
人
が
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金

の
加
入
は
任
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
は
、
一
般
に
は
二
十
年
加

入
し
な
い
と
老
齢
年
金
が
出
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
だ
け
の
期
間
で
は
老
齢
年
間

が
出
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
、
厚
生
年
金
と
通
算
し
て
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

昭
和
五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
は
、
資
格
期
間
の
短
縮
の
措
置
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
通
算
し
て
「
二
十
五

年
」
必
要
で
す
。
あ
な
た
の
場
合
、
国

民
年
金
に
十
八
年
加
入
す
れ
ば
、
厚
生

会
社
な
ど
を
退
職
し

た
人
は
国
民
年
金
へ

の
加
入
手
続
き
を

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
途
中
で
や
め
た
な

ら
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
加
入
し
て
い

た
厚
生
年
金
な
ど
と
つ
な
が
り
、
将
来

そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
通
算

老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

国民年金は、農業、漁業、商業などの自営業の

入、サービス業などの人とその家族のだめの年金

制度で、歳をとつだり、障害者となつだり、白子

世帯になつだとき等に年金を支給して、生活の安

定をはかることを目的としています。

国民年金は明日へのかけ橋

任意加入者

ん

け

偶

さ

う

配

奥

を

の

の

ど

そ

ン

な

、

生

マ

給

と

学

一

恩

人

の

リ

、

る

部

ラ

金

れ

閏

サ

年

ら

者

層

一

①

②

③

 

年
金
の
七
年
間
と
通
算
す
る
と
二
十
五

年
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
厚
生
年
金

は
六
十
歳
か
ら
七
年
分
の
、
国
民
年
金

は
六
十
五
歳
か
ら
十
八
年
分
の
通
算
老

齢
年
金
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
国
民
年
金
は
五
十
九
歳
ま

で
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
加

入
し
続
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
年
金
額
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
期
間
に
つ

い
て
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

「
カ
ラ
期
間
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
カ
ラ
期
間
と
厚
生
年
金
の
七
年
間
を

合
算
し
て
二
十
五
年
に
達
す
れ
ば
、
厚

生
年
金
か
ら
七
年
分
の
通
算
老
齢
年
金

が
出
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
は
加
入
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
年
金
か
ら
は

年
金
は
出
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
注
、
「
カ
ラ
期
間
」
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
九
月
号
の
広
報
で
お
答
え
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。)

加入の申出をしだときo

奥
さ
ん
も
年
金
を
・
・
・
... 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
'
奥
さ
ん
は
、
ご
主

人
が
職
場
で
加
入
し
て
お
ら
れ
る
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
、
あ
る
程

度
の
年
金
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
年
老
い
た
と

き
や
、
災
難
に
あ
っ
た
と
き
の
生
活
を

さ
さ
え
る
に
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加

入
し
て
自
分
の
年
金
を
お
持
ち
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

加
入
し
ま
す
と
、
将
来
ご
主
人
は
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か
ら
年
金
が

う
け
ら
れ
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
か
ら

年
金
が
う
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
、
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
災
難
に
あ
っ
た
と
き

は
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
う

け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
年
金
を
う
け
る
に
は
、

き
め
ら
れ
た
期
間
「
保
険
料
」
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
も
配
偶
者
期
間
と
し
て

通
算
さ
れ
、
大
変
年
金
が
う
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一か月三、一一
5
0
円
で
、
あ
な
た
も
し
あ

わ
せ
な
明
日
を
ひ
ら
い
て
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
十
八
日
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。。

54年度国民年金

保険料第2期分(7、
8、9月分)の納期は

10月1日です。

納め忘れはないか

今一度確かめてく

ださい。

例納付
かけ忘れ保険料が納められます

国民年金の当然加入者で
①これまで国民年金に加入しなかっ疋人
②保険料をかけ忘れてい疋人
③将来の年金を大きくしておきだい人
こんな人は特例によって、昭和55年6月30日までの聞

に、かけ忘れてい疋琶の保険料を納めることガできま
す。とくに将来年金をもらえ芯くなっている人は、こ
れlこよって必要なかけ金期間をつくって下さい。

特例納付保険料 1か月につき 4，000円

特
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も
め
た
a
た

ι

。

国
書
官
制

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
⑦

た
べ
も
の
と
健
康

実
り
の
秋
ノ
食
欲
の
秋
ノ

い
ま
や

秋
た
け
な
わ
|
食
事
の
一
番
お
い
し
い

季
節
で
す
。

こ
の
季
節
に
、
食
事
と
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
国
に
は
「
医
食
同
源
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
食
事
と
薬
は
同
じ
も
の

と
い
う
考
え
方
で
す
。

ま
さ
に
、
食
事
は
健
康
の
決
め
手
で

す。「
健
康
な
食
べ
方
」
「
若
さ
を
保
つ
健
康

食
」
「
健
康
食
入
門
」
「
絶
対
健
康
食
入
門
」

で
健
康
づ
く
り
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
く
食
事
」
「
み
そ
|
お

い
し
く
食
べ
て
健
康
に
な
れ
る
本
」
「
植

物
油
の
健
康
料
理
」

も
参
考
に
な
る
で

し
ょ
う
。

魚津市下村木町3975-1
f!22-0462 

開館時間
9時30分ー 18時
こどものへや

13時-17時
土曜日 9時30分-16時

休館日
日曜・月末・悦日
秋期10日間

ょ
キ
ャ
ベ
ツ
は
胃
腸
病
に
効
く
り
リ
ン

ゴ
は
血
圧
を
下
げ
る
u

な
ど
、
食
事
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
俗
説
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
食
生
活
の
俗
説
」
「
間
違
い
だ
ら
け
の

食
事
」

を
デ
ニ
読
く
だ
さ
い
。

近
ご
ろ
は
、
便
利
な
加
工
食
品
が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
混
ざ
り
物

の
な
い
、
安
心
で
き
る
食
品
と
い
う
と
、

手
作
り
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
o

h
a
p
z

・ゐ・
制

「
季
節
を
楽
し
む
手
づ
く
り
食
品
」
「
手

作
り
食
品
百
科
」
「
手
づ
く
り
保
存
食
」
「

フ
レ
ッ
シ
ュ
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
「
ジ
ャ
ム

果
実
酒
・
つ
け
物
」

な
ど
の
ホ
ー
ム
メ

ー
ド
も
味
わ
い
深
い
も
の
で
寸
。

食
事
の
健
康
法
の

一
つ
に
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

お
酒
は
、
飲
み
す
ぎ
は
健
康
を
害
し

ま
す
が
、
適
量
を
守
れ
ば
、
百
薬
の
長

と
い
わ
れ
ま
す
。

「
本
草
酒
|
作
り
方
と
効
用
|
」
「
お
酒

ダ
イ
ダ
イ
健
康
学
」

を
お
す
す
め
し
ま

す。
今
世
紀
に
な
っ
て
、
人
間
の
寿
命
は

二
倍
近
く
伸
び
ま
し
た
。

平
均
寿
命
が
年
々
増
え
て
い
る
今
、

じ
よ
う
ず
に
、
年
を
と
る
こ
と
も
考
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
長
生
き
の
食
事
学
」
「
絵
で
わ
か
る
わ

た
し
の
老
人
料
理
」

を
、
食
事
の
参
考

に
な
さ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

家
族
の
健
康
管
理
は
、
主
婦
の
腕
の

み
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
秋
の
味
覚
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま

で
は
、

読
書
週
間
で
す
。

お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
三
冊
二
週
間
か
り
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

叩
月
の
お
し
ら
せ

1
日
制
お
り
紙
で
つ
く
ろ
う

お
り
紙
が
ど
ん
ど
ん
、
へ
ん

し
ん
し
て
い
く
よ
/

さ
あ
、
な
に
が
で
き
る
?

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

秋
の
特
別
整
理
休
館
の

お
し
ら
せ

鍋
の
焦
げ
つ
き
を
取
る
方
法
一

本
の
整
理
作
業
を
行
う
た
め
に
次
の

よ
う
に
休
館
い
た
し
ま
す
。

十
月
八
日
制
か
ら
十
月
十
七
日
制

ま
で
の
十
日
間
で
す
。

十
八
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

川
柳
教
室

。
期
日
十
月
三
日
附

O
課
題
「
あ
き
ら
め
」
「
便
り
」

O
講
師
木
村
喜
見
城
先
生

l
i
l
i
-
-ー

l
o
l
l
i
-
-

古
典
に
親
し
む
会

O
期
日
十
月
四
日
附

O
テ
ー
マ

源
氏
物
語

O
講
師
飛
世
麗
子
先
生

い
ず
れ
も

O
会
場
図
書
館

0
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

ま
ず
、
熱
湯
を
か
け
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
し
ゃ
も
じ
で
、
取
っ
て
み
ま
す
。

そ
れ
で
も
取
れ
な
い
な
ら
、
焦
げ
つ

い
た
鍋
を
か
ら
に
し
て
火
に
か
け
、
使
い

古
し
の
油
を
鍋
の
へ
り
か
ら
流
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
熱
す
る
と
、
焦
げ
つ
き
と

鍋
膚
の
間
に
油
が
し
み
こ
み
、
焦
げ
つ

き
が
浮
い
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
鍋
を
火
か
ら
お
ろ
し
て
油

を
捨
て
、
鍋
の
熱
い
う
ち
に
、
軽
く
こ

す
る
と
、
元
ど
お
り
の
き
れ
い
な
鍋
に

な
り
ま
す
。
(
図
書
館
の
資
料
よ
り
)

各種援助制度や
中高年齢者の活用を

10月は、中高年齢者雇用月間です。

高齢化社会に対応するため、公共職業安定

所では、高齢者の雇用を高めた事業主や、中

高年齢の方々に各種の奨励金 ・援助資金制度

を設け、雇用の促進に努めております。

くわしいことは、魚津公共職業安定所ft24

-0365にご相談くださし、。

富
山
県
の
最
低
賃
金

日
額
二
、
五
七

O
円
に

富
山
県
に
お
け
る
最
低
賃
金
は
、
公

労
使
各
委
員
か
ら
な
る
富
山
県
最
低
賃

金
審
議
会
に
お
い
て
調
査
・
審
議
さ
れ

決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
十
月
五
日

か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
富
山
県
の
最

低
賃
金
は
、
日
額
二
千
五
百
七
十
円
、

時
間
額
三
百
二
十
二
円
と
な
り
、
使
用

者
は
こ
れ
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を

使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
県
労
働
基

準
局
賃
金
課

(8
0
7
6
4
l
n
l
2

7
2
7
)
ま
た
は
、
魚
津
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。1)
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‘' 
i
H
月

V
住
民
検
診
日
程

四
月
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
五
十

四
年
度
の
住
民
検
診
も
、
十
月
で
お
わ

り
で
す
。
結
核
、
肺
ガ
ン
、
心
臓
病
の

早
期
発
見
の
た
め
、
未
受
検
の
方
は
、

こ
の
期
間
中
に
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

" 
1月0 

11 
1月~III 1月0 月

261 11 19 12 日
幽日 幽日 幽日

分i午1~ 分l午前 分l午後 分1午後:分1午前 分1午後 分1午前
時

時33時1 0 時11時9 時3時2 時2時1 時11時9 時3時1 時11時9 間

30 30 30 30 30 30 

保健所 経 t防署肖

上野貧方八民白富
民館片島貝へ 箪加稚hA R t 有民館山ムハ

上貧ER 富

検

分遣戸因iJT 

童.，会a、， 

~ 

@ @ 
士曇

※
命
尚
の
二
会
場
は
血
圧
検
診
な
ど
を

行
い
ま
す
。

(
ハ
シ
カ
)

予
防
接
種
実
施

マ
実
施
場
所
1
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
1
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
十
八
か
月
か
ら
三
十
六
か
月
に
至
る

期
間
と
し
ま
す
。

マ
接
種
時
期
l
体
力
が
消
耗
し
て
い
る

暑
い
夏
を
避
け
て
九
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
1
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
注
意
事
項
1
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投

与
は
、
十
月
の
初
旬
に
実
施
い
た
し
ま

す
。
ハ
シ
カ
と
ポ
リ
オ
を
受
け
る
該
当

者
は
、
接
種
後
一
か
月
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
料
金
は
無
料

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
下
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

マ
該
当
者

(
初
回
目
)
五
十
四
年
二
月
一
日
生
れ

i
五
十
四
年
六
月
三
十
日
生
れ
。

(
二
回
目
)
五
十
三
年
七
月
一
日
生
れ

i
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
生
れ
。

(
そ
の
他
)
三
歳
児
ま
で
に
、
ま
だ
二

回
飲
ん
で
い
な
い
人
。

マ
投
与
す
る
時
の
注
意

ω発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
肝

臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
人
。

V
麻
し
ん

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。

間
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ω下
痢
を
し
て
い
る
人
。

的
麻
し
ん
、

B
C
G
予
防
接
種
後
一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
。

ωそ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
受
付
時
間
l
各
日
と
も
午
後
一
時
i

二
時
。

マ
場
所
l
市
民
会
館

1月0 1月5 0 1月0 1月0 実

16 4 3 施
日

幽日
日 日 日

{必 (村 (功。

総ぎら
力干資日 本江 キ木サー

上中島 布施西

該、、
大医T

当

上野桂天神方倉

経団 下i草

~主土!i
tt包

片員
区

マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
温
を
計
っ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
十
月
十
九
日
幽

マ
時
間
l
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所
1
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
l
妊
娠
し
て
い
る
人
又
は
家
族

マ
今
月
の
内
容

映
画
1
妊
娠
か
ら
分
総
ま
で

実
習

1
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

実
習
l
妊
娠
中
の
栄
養
、
食
事

講
話

1
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

実
習

1
先
天
性
股
関
節
脱
き
ゅ
う
の

予
防

そ
の
他
、
母
子
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ、っ
マ
畳
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

マ
受
付
1
午
後
一
時
i
二
時

マ
料
金
1
六
五
O
円

マ
一
年
に
一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

V
成
人
病
相
談

マ
十
月
二
日

ω・
十
月
十
六
日

ω・
十

一
月
六
日

ω・
い
ず
れ
も
午
後
一
時

i
二
時

マ
場
所
l
市
役
所
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容
1
医
師
に
よ
る
診
察
、
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
査
料
l
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
胃
検
診

(12) 

マ
受
付
1
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金
1
八
O
O円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
百
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

1月8 1 1月1 
21月0 5 11月0 1 月

2 日
同日 幽日 同日 附 日

時21午f時1 愛 時103分10午前時8 時21午f時l at 時21午時f基1i ，時イ間~すι "-

吉Z琶日Eか2 3 

8 

藍古EE賀t 品3 
主官=Z主官百~か月児3 

対ヵ、

月
象

児

11 11 11 イ健所呆 場~I 

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
股
関
節
脱
き
ゅ

う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
及
び
、

歯
ブ
ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ヘ
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二
時

O
内
容
l
健
康
体
操
及
び
レ
ク
リ
エ
|

シ
ョ
ン
(
市
体
育
指
導
員
)
・
個
別
相

点
火

マ
十
月
二
十
三
日

ω午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

0
内
容
l
健
康
体
操
(
組
体
操

・
か
な

め
の
体
操
)

・
個
別
相
談

V
地
区
に
お
け
る
健
康
相
談

マ
十
月
九
日

ω
西
布
施
公
民
館

O
午
前
十
時
1
午
後
三
時

O
成
人
病
食
講
習
会
、

試

食

・

内

容

l
貧
血
予
防
に
つ
い
て
(
保
健

O
健

康

相

談

、

健

康

体

操

婦

)

貧

血

食

の

実

習

(

栄

養

士

)

試

食

マ
十
月
十
五
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ

・
心
の
健
康
相
談
日
の

ー
(
松
倉
)

お
知
ら
せ

O
午
後
一
時
i
午
後
三

時

マ

十

月

十

六

日

ω午
後

一
時
三
十
分
1

0
健

康

相

談

、

健

康

体

操

三

時

ま

で

マ
十
月
十
六
日

ω
白

倉

小

学

校

マ

場

所

l
魚
津
保
健
所

O
野
外
調
理
実
習

貧

血

予

防

食

マ

精

神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
相
談
に

O
レ
ク
リ
ェ

ー

シ

ョ

ン

応

じ

ま

す

。

明

v
n
a
A
8
K
A
V
A
R
ijta
u
-
b
o
t
a
n
i--3
2令
a
q
j
b
a
f
o

h

j

J'j

i
i

奇

叩

商

生

化

で

し

り

釣

り

長

引
見
均
一
附

4
矧対

的
ホ
与
器
禁
三
初
闘や

か

川

明

紙

'L

悦べ

主

主

主

主

宗

主

猷内

司

L
3
族

¥一
一一一
ょ

や

一

、

わ

で

巣

叩

ち

は

2

る

な

山

ン

-

魚

〈

F
l匂
魚

イ

h
yk
蹴
附
燃
料

扱
碓
一
見
促
一
酬
い
割
減
制
。
イ
↑

y

ο

q

)

E

い
〆

1
撚
W
J
性

べ

部

や

喋

産

で

生

防

て

る

言

一
夕

「U

』

-4
回

タ

弘

約

機

ソ

か

サ

に
す
一

0

9

0
月

て

、

れ

す

tu
ス

ン

量

岡

市

1

3

%
偽
総
効
刑
判
。
一
r
品ド

間

は

の

す

か

る

か

し

し

つ

動

〕

サ

ギ

一
守
新
口
抑
繍
吟
鑑
懇
話
慨
に
融
問
炉
問
張
号
制
ィ

ウ

h
p
r
{
F
ヴ
ト

-w泌
組
問
一
ふ
わ
}
将、

一

。

と

を

は

雌

は

れ

に

生

所

イ

ア

川

J
司

1

h

ノ

小
脳
ぬ
片
側
W
J
A刊紙
可

は

る

る

期

に

か

魚

郡

仰

し

い

キ

タ

一「

な
、
，
J
}

ノ
，

A
ω符
めM
dし
イ

あ

な

時

ろ

雄

稚

で

5

ガ

深

一

ン

ミ

P

耳

h
R

dh-wーし
っ，

m〈
タ

で

に

っ

こ

な

だ

近

~

し

に

カ

ガ

書

Y

尚
司
ヨ
ー

一
弘前
〕仁川
支

口

魚

ど

も

る

全

し

付

4

0

い

メ

力

回

E

4

a

・・

〆
れ
一
¥

ク

な

ほ

を

す

完

化

口

は

る

だ

①

②

カ

ヨ

/

人

奇

妙

m
性

長

し

ふ

河

に

れ

し

唱

。J
1・q
J
O
U
n
o
o
-
-
-

，

μ-u-Odo--G
G
1
1
M
o
g
i
--
Y
A
V

ヘV
三
歳
児
検
診

1月11 1月0 1月0月

7 17 3 日
や的日 例。臼 や付日

101 10 
月月月

301 15 30 
日 日 日対

3ま 3ま 3ま
歳で 歳で 歳で
にに にに にに
な なな 象

幼る児 幼児る 幼児る

マ
受
付
時
間
l
午
後
一
時
i
二
時

マ
会
場
1
保
健
所

V
盲
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健
康
相
談

マ
十
月
九
日

ω午
前
十
時
三
十
分
i
十

O
健
康
相
談

。
午
前
十
時
1
午
後
三
時

V
栄
養
指
導
車
巡
回
お
知
ら
せ

11 

1月0 
11 

1月0 月
12 11 日

幽日 (村日

1 午後 午前 1 午後
3 午前1時0 時

時3時1 10 
時3時1 

l時
間3030 時12 3030 時12 

分分 分分

天 東

上村木八民館白

力日

神 山 千~( 場
~下4・、 ~、~ ~‘ 
民 民 民 所
自官 自富 自富

心
の
悩
み
で
苦

し
ん
で
い
る
人
、

又
は
、
家
族
の
異

常
な
行
動
や
考
え

方
に
お
悩
み
の
方

は
、
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

V
健
康
体
操

V
標
語
(
健
康
づ
く
り
振
興
財
団
「
か

る
た
標
語
」
よ
り
)

O
献
立
は
目
に
つ
く
も
の
よ
り
身
に
つ

く
も
の
を

O
そ
の
う
ち
に
や
る
で
は
お
そ
い
健
康

づ
ぐ
り

O
飲
ん
で
帰
っ
て
眠
る
だ
け

そ
の
う
ち
か
ら
だ
を
こ
わ
す
だ
け

。診療時間は、いずれも午前
9時から午後 5時まで。

(13) 

号li|明131ili
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位

ve必
£
の

M
&

-
カ
ナ
ダ
の
マ
イ
ム
劇
団
の

来
日
公
演

来
る
十
月
十
一
日
嗣
午
後
六
時
当
市

民
会
館
で
社
団
法
人
日
本
児
童
演
劇
協

会
主
催
に
よ
る
カ
ナ
ダ
の
マ
イ
ム
劇
団

の
公
演
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際

児
童
年
な
ら
び
に
日
加
修
交
五
十
周
年

を
記
念
し
て
の
来
日
公
演
で
、
文
化
庁

と
カ
ナ
ダ
政
府
が
助
成
し
て
い
る
劇
団

で
す
。
演
目
は

「ゆ
か
い
な
ポ
テ
ト

一

家
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ョ

l
」
で
、
か
ら
だ
の

動
き
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
観
客
に

訴
え
か
け
る
マ
イ
ム
と
い
う
形
態
の
も

の
で
す
。
出
演
は
、
カ
ナ
ダ
全
土
で
公

演
活
動
を
し
て
い
る
六
名
の
カ
ナ
ダ
人

で
す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ョ
ー
は
、
地
方

で
は
滅
多
に
お
目
に
か
〉
れ
な
い
異
色

の
も
の
で
す
の
で
皆
様
の
ご
観
劇
を
お

す
〉
め
し
ま
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

聖

負担市美術展信

撃

智舞踊佐藤 物
大金表掛意発人見

吟第8 
経

ツトテトゆ「パ7 1 
建表会高校i制貨 Lずむ『文学慶I公疏

t!F 書 『斉 {桜

1鼠 ~ 道回 2構 シーか 物

i寅 ii員 大 t貨
ヨ家ビいィ

名
会 ~ ~ ~ ~ ネなポ噂ムIJ 

午前時9出(日日4) 1月日3 1 時後6時前9lt3目1kk1月ゐ白1 午時後6(3刈日0 午時後221 日日8) 時後5前時92l日f2lk2日l0 j 午前時l o t2日l0 j 時前午10 (1日日4) 午時後661日3 3 午時後6同l 日l 午前時9 (日日7) 1分5午時後6(日月l) 日

時
1 1 

0 0 0 111 きCFBqコ呂CFA司コきCFS 『コ

人
垣正 鐘 鑑 主正 短 鍾 鍵 短

O O Fl 
t晶

料 帯十 料 料 料 料 料 料 料

ヨ五時"会担昏むプニ i魚市掌
健踊研喜子佐藤妙

i市色章

|金市i鴎吟詠会自民岳風会吟学本持自間法佳入緩所衝脅年川金 刷働会本富見目Z 立品県 i司蓄占川AR劇協剛究Y超高高佼山県
学座文 主σ) JL-ユ σ)JL-ユ

みクッヨl みクツヨl 1m 
σ〉リ l σ〉リ l 私ー
t1主ンク p:ンク

匿 名

北村儀一滑川市中野島

滑 川市連合婦人会}代表

消費者グループ}中川 百 合 子 10，000 

生活学 校 )滑 川市北野

松崎 スィ 横浜市南区別所

高 岡市民生委員連合会

婦人民生委員部 会 10，000 

田方町老人クラブときわ会 10，000 

高 岸 浅次郎諏訪 町 5，000 

高山秀子黒部市石田 5，000 

高瀬忠臣 3，000 

浜田 潔経団東町 5，000 

浦崎きく n 10，000 

浜田ミエ子 上村木 5，000 

坂本寿 々子 富 山市蓮 町住吉 5，000 

久津 谷正子 本 江新 町 10，000 

畠平 幸作 東京都江東区大島 10 ，000 

富 山聖マリア教会婦人会代表伊藤世志子

富 山市星井町 オムツ84枚

孝 真 成寺町 すいか 6コ

衣子 上市町東江上 {石けん 3コ

{ タオ lレ50十文

[ノ〈スタオ1レ1枚:

上市町東江上 {シーツ 2枚

{缶詰 5缶

l砂糖 2 kg 

上市町宮川婦人会代表谷ロキヨ

上市町石仏 米43.5kg・手作り金魚外

5，000円

10，000 

10 ，000 

-
陸
・
海
・
空
自
衛
官
採
用

。
資

格

五
十
五
年
春
高
卒
見
込
の
男
女
又
は

十
八
歳
1
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

。
受
付
開
始

十
月
一
日

(五
十
五
年
高
卒
見
込
の

人
)

常
時

(十
八
歳
1
二
十
五
歳

未
満
の
人
)

。
待
遇

。
特
別
国
家
公
務
員

O
衣

・
食

・
住
無
料
支
給

O
各
種
技
術
修
得
可
能

O
実
質
給
与

一二
四、

二
O
O円

O
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回

(約
川
か
月
)

0
特
別
退
職
手
当
支
給

そ
の
他
各
種
手
当
支
給

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
市
民
課
(g
n
1
2
2
0
0
)

又
は
、
自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
へ

(魚
津
市
上
村
木
野
田
ビ
ル
内
)

g
MA
l
l
0
3
6
 

-
富
山
県
岳
風
流

第
八
回
吟
道
大
会

秋
の

一
日
を
詩
吟
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
魚
津
市
の
詩
吟
愛
好
者
は
、
三
百

人
を
数
え
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
人
々
に

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
詩
は
志
な
り

そ
し
て
吟
は
心
の
発
露
な
り
と
・
..... 

皆
さ
ん
、
先
哲
の
詩
の
心
を
開
い
て

く
だ
さ
い
。

と
き
十
月
十
四
日
制
午
前
十
時
か
ら

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

-
新
発
売
砂
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
。

。
で
ん
わ
ば
ん
。

宮

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

お
話
中
で
も
、
ほ
か
か
ら
の
電
話
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
金
は
月
額
三
五

O
円
で
す
。

告

で
ん
わ
ば
ん

不
在
時
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
対

し
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
な
た
に

静

。。

高円

井 森

福井

代
っ
て
こ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

料
金
は
月
額
五

O
O
円
で
す
。

く
わ
し
く
は
幻
|
1
0
0
0
番

(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

-
老
人
作
品
展

芸
術
の
秋
で
す
。
魚
津
市
老
人
の
た

め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
協
議
会
で
は
、

老
人
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
十
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ
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-
L
P
ガ
ス
保
安
点
検

十
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
消
費
設
備
を
点
検
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

下
中
島
地
区
・:
住
吉
、
川
縁

・
一ニケ

加
積
地
区
:・
六
郎
丸
、
晴
海
ヶ
丘
、

吉
島

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合

M
l
5
3
4
0

-
母
子
運
動
会
を
聞
き
ま
す

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
明
日
へ
の
希

望
と
明
る
く
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め

母
子
運
動
会
を
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
せ
い
ぜ
い
お
誘
い
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き
十
一
月
四
日
印
刷

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

村
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
雨
天
の
場
合
同
校
講
堂
)

と
こ
ろ

-
新
川
青
年
会
議
所

経
済
講
演
会

。
不
足
す
る
石
油
・
・
・
・
・・
わ
た
し
た

ち
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
か
/
市

(
八
十
年
代
の
石
油
事
業
と
産
業
構
造
)

.
講
師

1
堺
屋
太
一
氏

評
論
家

・
元
通
産
省
官
僚

・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

テ
レ
ビ
化
さ
れ
た
小
説
『
油
断
』

の
作
者

・
と
き

l
十
月
十
三
日

ω午
後
六
時
l

八
時
三
十
分

・
と
こ
ろ

l
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

.
主
催

1
新
川
青
年
会
議
所

・
共
催

1
魚
津
市

(
入
場
無
料
)

-
米
寿
者
に
記
念
品
を
贈
呈

魚
津
郵
便
局
で
は
、
今
年
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
(
明
治
二
十
四
年
生
れ
)
市

内
在
住
の
田
口
新
作
さ
ん
外
十
八
名
の

方
に
、
郵
政
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
状
に

記
念
品
を
添
え
て
贈
り
、
長
寿
を
祝
福

し
ま
し
た
。

-
老
人
の
生
き
が
い
に
仕
事
を

上
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
1

呉
東
地
区
の
高
齢
者
の
求
人
求
職
の

便
宜
を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
い
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
も
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

・
相
談
日

1
毎
週
水
曜
日

・
受
付
時
間

1
午
前
十
時
1
午
後
三
時

.
相
談
場
所

l
魚
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
百

楽
荘
内

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

-
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

新
川
ヴ
ィ

l
ラ
職
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
で
は

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
で
勤
務
す
る
職

員
を
、
次
の
と
お
り
菓
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
募
集
人
員
と
内
容

ω寮
母
又
は
寮
父
四
名

夜
間
に
勤
務
す
る
職
員
(
四
十
五

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
女
性
又

は
男
性
)

ω寮
母

七

名

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
生

ま
れ
た
女
性
(
看
護
婦
又
は
準
看

護
婦
資
格
を
有
す
る
人
を
優
先
)

ω看
護
婦
一
名

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
生

ま
れ
た
女
性
で
看
護
婦
又
は
準
看

護
婦
資
格
を
有
す
る
人
。

ω調
理
員
三
名

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
生

ま
れ
た
女
性
で
、
交
替
で
日
曜
日

及
び
祭
日
に
勤
務
で
き
る
人
。

二
、
申
込
み
方
法

ω申
込
み
締
切
期
日

十

一
月
十
五
日

ω申
込
み
先

魚
津
市
大
光
寺
四
五

O
番
地

社
会
福
祉
法
人
新
川
ヴ
ィ

l
ラ

詳
し
い
こ
と
は
、
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
E
M

1
6
1
2
6
へ
ど
う
ぞ
。

豊かなくらしと
住みよい社会をつくる

郵便貯金月間

10月q日---10月31日

-
電
気
配
線
無
料
診
断

十
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
村
木
、
本
江
新
町

吉
島
西
側
、
新
金
屋

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ
。

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

電
話
幻
1
1
6
5
5

10月31日

市県民税第3期分

納期限

。。

沢田満智子並木町 20，000円

島田 覚真成寺町 5，000 

桑 山みよ 中央通り二丁目 10，000 

匿名 3，500 

吉野コーラスグループ 5，170 

熊本幸夫仏国 3，666 

小柳むら 本町一丁目 3，000 

大泉寺諏訪町 6，500 

宮野サダ子 経田中町 100，000 

吉倉きくえ 升田 30，000 

新宿青年会 10，000 

浦田 与 四 雄 村 木 5，000 

友田道治新角川二丁目 6，000 

平野正夫友道 20，000 

伊藤義男大海寺新 20，000 

大野昭二上村木 2，000 

折川竹治川縁 20，000 

中 島長治火の宮町 800，000 

滝本よそ子吉島市営住宅 30，000 

朝野 栄時東町 30，000 

小池 義康新金屋一丁目 30，000 

牧 光晴文化町 30，000 

太田 侃新角川二丁目 10，000 

横田正己経団西町 30，000 

深川病院老人入院者一同 20，265 

沖田大雄本町二丁目 砂糖50kg

大町婦人会代表奥村信子古切手 4，000枚

浜藤ツル本江新町 腰紅白2本

朝野輝久持光寺 健康 覆 物80足



第三稜郵便物認可昭和54年10月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

その(31)ふるさとの文化財

定

，
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
日

市
指
定

在
魚
津
市
小
川
寺
字
天
神
山

富
山
観
光
パ
ス
天
神
行
終
点

澄
ん
だ
秋
の
空
に
美
し
い
月
を
眺
め

徒
歩
十
分

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
日
に
は
、
春

所

有

守

魚

摩

市

と
ち
が
い
遠
く
の
夜
の
灯
が
は
っ
き
り

は
管
理
者

み
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
夜
が
し
だ

い
に
長
く
な
り
、
こ
の
ご
ろ
は
暑
く
も

は
し
ご
形
の
背
負
運
搬
具
ι

標
準
名

山…
寒
く
も
な
く
、
年
中
で
最
も
読
書
や
勉

を
背
負
い
ば
し
ご
と
い
い
、
県
内
で
まL

m
強
を
す
る
の
に
快
適
な
気
候
と
な
り
ま

セ
イ
タ
の
称
が
多
く
、
シ
ヨ
リ
コ
と
も

内
す
。
読
書
を
す
る
と
き
に
は
、
明
る
さ

い
う
。
木
の
枠
(
わ
く
)
に
負
い
縄

(

叫
が
問
題
で
、
明
る
す
ぎ
て
も
、
暗
す
ぎ

な
わ
)
を
つ
け
、
荷
物
を
く
く
り
つ
け

悶
て
も
よ
く
な
い
。

て
か
つ
ぐ
。

…

暗
い
と
こ
ろ
で
本
を
読
む
と
、
眼
ぱ

自
動
車
万
能
の
時
代
に
な
っ
て
、
か

一
か
り
で
な
く
、
頭
も
疲
れ
や
す
く
な
る
。

つ
ぐ
生
活
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

問
適
当
な
明
る
さ
の
下
で
読
む
よ
う
に
し

た
が
、
も
と
は
運
搬
の
ほ
と
ん
ど
は
人

…
ま
し
ょ
う
。
(
く
ら
し
の
歳
時
記
よ
り
)

鈴

力
に
た
よ
っ
た
。
荷
車
で
さ
え
も
、
道

側

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

式

路
が
整
備
さ
れ
は
じ
め
た
明
治
中
期
以

…

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
聴
係

鵬

降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
、
山
坂
の

問

宮
内
線
2
3
8
番

叩

多
い
山
村
で
は
、
セ
イ
タ
は
つ
い
最
近

問

符

ま
で
大
事
な
生
活
用
具
で
あ
っ
た
。
薪

…

レpm 

(た
き
ぎ
)
や
炭
の
運
搬
、
生
産
品
の

…

印

搬
出
、
生
活
用
品
の
搬
入
な
ど
、
セ
イ

…

タ
は
い
つ
も
背
中
に
く
っ
つ
い
て
い
た

m

の
で
あ
る
。

川一

平
野
部
で
は
稲
運
び
用
に
一

・
五
れ

附

く
ら
い
の
長
い
も
の
も
用
い
ら
れ
た
が
、

C

こ
れ
は
比
較
的
新
し
い
も
の
ら
し
い
。

セ

J
ー
ク
ノ

(民
俗
文
化
財
)

農
具
l
①

守旨所

市の人口
(8月末現在)

200.75knt 

7.9km 

12.954 

24.007人

25.814人

49.821人

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

(16) 編集/企画広報室


